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岩
手
日
報
令
和
６
年
１
月
６

日
付
週
刊
い
わ
て
Ｔ
Ｖ
ガ
イ
ド

６
面
に
、
宮
古
第
一
病
院
加
藤

博
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
随
想
（
お
話
を
伺

う
と
あ
っ
た
）
が
載
っ
て
い
た
。

２
５
０
０
字
。
広
告
の
体
裁
だ

が
そ
ん
な
臭
さ
は
な
い
。
題
し

て
「
貨
幣
制
度
よ
り
豊
か
に
な

れ
る
方
法
」。
欄
外
に
「
答
え
は

世
界
で
は
な
く
、
日
本
人
の
心

の
中
に
あ
っ
た
」「
日
本
古
来
の

和
と
助
け
合
い
の
心
『
大
和
心
』

を
中
心
に
す
れ
ば
、
経
営
も
国

政
も
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
く
」
と
あ
り
、
中
身
は
題

名
よ
り
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

突
拍
子
も
な
い
話
と
の
断
り
が

あ
っ
た
が
、
心
が
洗
わ
れ
る
も

の
だ
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。

　

現
在
の
高
度
な
文
明
を
併
っ

た
縄
文
時
代
の
暮
ら
し
を
す
れ

ば
、
あ
く
せ
く
働
く
必
要
は
な

い
。
お
金
が
あ
る
と
ど
う
し
て

も
格
差
の
２
極
化
が
進
む
か
ら
、

お
金
に
支
配
さ
れ
な
い
世
の
中

に
ま
ず
な
れ
ば
良
い
。
そ
ん
な

世
の
中
へ
の
鍵
は
「
大
和
心
」

に
真
に
目
覚
め
る
こ
と
だ
と
い

う
。
実
現
を
難
し
く
す
る
の
は

誰
に
で
も
あ
る
「
我
」
で
あ
る

が
、（
人
間
の
性
な
の
だ
か
ら
）

何
も
恥
じ
る
こ
と
は
な
い
。
し

か
し
、「
我
」
が
強
い
う
ち
は
道

は
遠
い
と
も
い
う
。

　
「
我
」
と
い
え
ば
、「『
大
我
』

は
、『
無
我
』
に
似
た
り
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。「
我
」
を
大
き

く
育
て
人
類
・
社
会
の
た
め
へ
と

な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
大
方
は
「
小

我
」を
脱
し
き
れ
な
い
わ
け
だ
が
。

　
「
大
和
心
」
を
取
り
合
え
ず
能

登
半
島
地
震
の
被
災
者
に
発
揮

し
よ
う
で
は
な
い
か
。

（
眼
光
弥
次
）

・オン資トラブル「保険証で対応」８割 (1面)
・岩手県医師会と懇談 (1面)
・マイナ保険証利用率　低下続く (2面)
・連載  食と健康 ③ (2面)
・光ディスク・紙レセ請求　申請が必要に (3面)
・寄稿 介護の仕事の素晴らしさと難しさ (3面)
・物価高騰対策支援金のご案内 (3面)
・労務ワンポイントアドバイス (4面)

11
月
29
日
、
岩
手
県
医
師

会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
県
医
師
会
と
の
懇
談

は
平
成
30
年
以
来
５
年
ぶ
り

で
、
県
医
師
会
か
ら
は
本
間

博
会
長
、
小
泉
嘉
明
、
木
村

宗
孝
副
会
長
、吉
田
耕
太
郎
、

　

亀
井
俊
也
、
小
瀬
川
玄
、

菅
義
行
、
久
保
田
公
宜
、
金

濱
誠
己
、
橋
本
真
生
、
滝
川

佐
波
子
、
伊
藤
智
範
常
任
理

事
の
計
12
名
が
、
当
会
か
ら

は
小
山
田
会
長
、
小
野
寺
、

黒
田
、
坂
本
副
会
長
、
佐
々

木
、
東
山
、
米
持
常
任
理
事

と
事
務
局
計
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
懇
談
会
は
両
会
長

の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

よ
り
よ
い
医
療
制
度
を
目
指

す
こ
と
や
県
民
の
医
療
福
祉

の
分
野
を
守
る
こ
と
に
対
す

る
方
向
性
は
同
じ
で
あ
る
こ

と
を
確
か
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
活
動
報

告
で
は
、
当
会
か
ら
は
、
黒

田
副
会
長
が
国
会
議
員
へ
の

要
請
や
健
康
保
険
証
存
続
の

た
め
の
活
動
、
生
活
保
護
要

否
意
見
書
の
返
信
費
用
、
県

内
自
治
体
の
医
療
費
助
成
事

業
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
後

日
、
震
災
支
援
10
年
の
冊
子

を
医
師
会
役
員
に
配
布
し
ま

し
た
。
県
医
師
会
か
ら
は
、

吉
田
常
任
理
事
よ
り
組
織
機

構
図
や
令
和
５
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
の
資
料
が
提
示
さ

れ
、
資
料
に
基
づ
い
た
活
動

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
和
や
か
な
雰

囲
気
の
も
と
、
人
口
減
少
と

医
療
ア
ク
セ
ス
の
課
題
な
ど

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
大
変
有
意
義
な
懇
談
と

な
り
ま
し
た
。

懇談会のようす

よ
り
よ
い
医
療
の
た
め
に

共
に
取
り
組
み
を

岩
手
県
医
師
会
と
懇
談

　
１
月
号
に
掲
載
し
た
、
当

会
で
昨
年
12
月
に
行
っ
た
10

月
以
降
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の

ト
ラ
ブ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最

終
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ

ル
の
有
無
に
つ
い
て
は
、「
あ

っ
た
」
が
59
・
５
％
、「
ト

ラ
ブ
ル
に
ど
う
対
応
し
た

か
」
に
つ
い
て
は
、「
そ
の

日
に
持
ち
合
わ
せ
た
健
康
保

険
証
で
確
認
」
が
79
・
６
％

で
最
多
、
次
い
で
「
前
回
の

来
院
時
の
情
報
を
も
と
に
対

応
」
が
43・７
％
で
し
た
（
図

１
）。

　
健
康
保
険
証
廃
止
後
の
受

付
業
務
に
つ
い
て
は
、「
今

も
混
乱
し
て
お
り
、
廃
止
後

は
受
付
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る

と
思
う
」
が
61
・
３
％
、「
診

察
の
待
ち
時
間
が
長
く
な
る

と
思
う
」
が
38
・
７
％
、
続

い
て
「
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し

て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

思
う
」
が
17
・
３
％
で
し

た
（
図
２
）。
秋
の
保
険
証

廃
止
に
つ
い
て
、
現
行
の
保

険
証
を
残
す
べ
き
が
約
９
割

（
87
・
３
％
）
で
し
た
。

　
さ
ら
に
「
い
っ
た
ん
10
割

負
担
を
患
者
に
請
求
し
た
」

事
例
が
あ
っ
た
か
と
い
う
質

問
に
対
し
、「
あ
っ
た
」
と

い
う
回
答
が
３
件
あ
っ
た
ほ

か
、
保
険
者
か
ら
の
返
戻
の

有
無
に
つ
い
て
、「
あ
っ
た
」

と
い
う
回
答
も
16
件
あ
り

（
表
１
）、
保
険
証
に
代
わ
る

も
の
と
し
て
、
マ
イ
ナ
保
険

証
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
資

格
情
報
が
無
効
と
何
人
に
も

出
る
。
保
険
者
、
本
人
に
聞

い
て
も
間
違
い
な
い
と
言
わ

れ
る
」「
電
子
カ
ル
テ
を
バ

ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
と
、

そ
の
都
度
ひ
も
付
け
し
な
い

と
デ
ー
タ
ー
が
取
り
込
め
な

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
厚
労
省
の
調
査
で
は
、
２

０
２
３
年
11
月
の
マ
イ
ナ
保

険
証
利
用
率
は
４
・
33
％
で
、

10
月
よ
り
さ
ら
に
低
下
し
て

い
ま
す
（
２
面
に
関
連
記
事

あ
り
）。
こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
資
格
確
認
し
た
割
合
で

あ
り
、
紙
の
保
険
証
受
診
で

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
使

用
し
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
紙
の
保

険
証
の
み
を
使
用
し
た
ケ
ー

ス
も
含
め
る
と
利
用
率
は
さ

ら
に
低
下
し
ま
す
。

　
数
多
く
の
問
題
が
噴
出
す

る
中
、
政
府
は
２
０
２
４
年

12
月
２
日
以
降
は
保
険
証
の

新
規
発
行
を
行
わ
な
い
旨
を

国
会
で
十
分
な
審
議
を
せ

ず
、
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

保
険
証
が
な
い
と
、
正
確
な

保
険
情
報
の
確
認
が
で
き
ま

せ
ん
。
シ
ス
テ
ム
が
不
完
全

で
課
題
が
山
積
み
の
状
態
で

新
規
発
行
を
停
止
す
る
の

は
、
国
民
の
声
を
無
視
し
て

い
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
当
会
で
は
、
12

月
26
日
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調

査
結
果
を
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

す
る
と
と
も
に
、
抗
議
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。

表１　返戻の有無
区分 回答数 割合

返戻があった 16 15.5%

ない 85 82.5%

無回答 2 1.9%

図１　トラブルへの対応（複数回答可）
その日に持ち合わ
せた保険証で確認
前回の情報で対応
レセコンメーカー

に相談
保険者に連絡

無回答

コールセンター

79.6％

43.7％43.7％

12.6％12.6％

9.7％9.7％

3.9％3.9％

2.9％2.9％
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図 2　保険証廃止後の受付業務（複数回答可）

今も混乱しており、廃止後は
受付業務に忙殺されると思う
待ち時間が長くなると

思う
スタッフを増やし対応
せざるを得ないと思う

落ち着いていると思う

無回答

61.3％

38.7％38.7％

17.3％17.3％

15.6％15.6％

6.4％6.4％

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
ト
ラ
ブ
ル

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
ト
ラ
ブ
ル

「
保
険
証
で
対
応
」８
割

「
保
険
証
で
対
応
」８
割

　
２
０
２
４
年
度
の
診
療
報

酬
の
改
定
率
が
決
定
し
ま
し

た
。
本
体
部
分
は
０
・
88
％

の
引
き
上
げ
、
薬
価
等
は
合

計
で
１
％
の
引
き
下
げ
と
な

り
、
全
体
の
改
定
率
は
マ
イ

ナ
ス
０
・
12
％
と
な
り
ま
す
。

　

本
体
引
き
上
げ
分
の
う

ち
、
０
・
61
％
は
看
護
職
員

や
病
院
薬
剤
師
な
ど
の
処
遇

改
善
に
充
て
ら
れ
、
実
質
的

な
プ
ラ
ス
分
は
０
・
46
％
と

な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
０
・

28
％
は
40
歳
未
満
の
勤
務

医
、
事
務
職
員
や
委
託
先
の

歯
科
技
工
士
の
賃
上
げ
に
充

て
る
と
さ
れ
て
お
り
、
特
定

さ
れ
な
い
引
き
上
げ
財
源
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
保
険
医
療

の
改
善
に
は
程
遠
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
薬
価
は
例
年
通
り
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
診

療
報
酬
は
電
子
カ
ル
テ
・
レ

セ
コ
ン
ベ
ン
ダ
ー
の
ソ
フ
ト

改
修
に
業
務
負
荷
が
か
か
る

こ
と
を
考
慮
し
、
６
月
１
日

に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

当
会
で
は
４
月
６
日
㈯

に
、
盛
岡
の
ア
イ
ー
ナ
で
点

数
検
討
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
員
限
定
で
参
加
無
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
参
加
を
ご
希

望
の
際
は
、
同
封
の
申
込
書

に
て
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

診
療
報
酬
０
・
12
％
の
マ
イ
ナ
ス
改
定

６
回
連
続
マ
イ
ナ
ス
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盛岡一高と厨川中学校に盛岡一高と厨川中学校に
いのちの科学映像がいのちの科学映像が

12
月
27
日
、
最
新
の
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
件
数
が
公

開
さ
れ
ま
し
た
。
厚
労
省
の

統
計
に
よ
る
と
、
マ
イ
ナ
保

険
証
に
よ
る
２
０
２
３
年
11

月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
利
用
率
は
４
・
33
％
で
、

７
ヵ
月
連
続
で
低
下
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
み
で
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
が
で
き
た
ケ

ー
ス
で
あ
り
、
紙
の
保
険
証

の
み
で
資
格
確
認
を
せ
ず
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
使
用
し

1 面関連記事

て
い
な
い
ケ
ー
ス
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
保
団
連
で
は
、
厚
労
省
の

直
近
の
デ
ー
タ
か
ら
紙
の
保

険
証
の
み
の
ケ
ー
ス
も
含
め

た
「
真
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
」を
推
計
し
ま
し
た
。

　
厚
労
省
が
発
表
し
て
い
る

デ
ー
タ
で
は
、「
紙
の
保
険

証
受
診
の
場
合
も
含
め
た
資

格
確
認
総
件
数
」
は
、
直
近

の
数
値
で
２
０
２
３
年
６
月

に
約
２
億
４
６
０
０
万
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。
11
月
の
マ

イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
件
数
は
７

２
６
万
７
６
３
３
件
（
約
７

２
７
万
件
）
で
、
紙
の
保
険

証
の
み
の
場
合
を
含
め
た
資

格
確
認
総
件
数
が
２
０
２
３

年
６
月
と
同
じ
く
ら
い
（
２

億
４
６
０
０
万
件
）
と
仮
定

す
る
と
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

真
の
利
用
率
は
右
下
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

11
月
の
利
用
率
は
４
・
33

％
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

際
の
利
用
率
は
も
っ
と
低
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｇ
７
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
の
廃
止
・
撤
回
も

　
日
本
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
ひ
も
付

け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
は

Ｇ
７
の
中
で
は
日
本
だ
け
で

す
。

　
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
行
政
分
野
ご

と
に
異
な
る
番
号
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
で
は
、

83
年
に
個
人
を
識
別
す
る
汎

用
的
な
番
号
の
利
用
は
憲
法

違
反
が
あ
る
と
示
唆
す
る
判

決
が
下
さ
れ
て
お
り
、
複
数

の
行
政
分
野
で
共
通
す
る
個

人
識
別
番
号
の
導
入
は
違
憲

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
日
本
と
同
じ
よ

う
に
個
人
情
報
の
集
約
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
ル・モ
ン
ド
紙
が「
フ

ラ
ン
ス
人
を
狩
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
び
批
判

し
、
国
民
の
反
対
運
動
に
よ

り
撤
回
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
で
は
２
０
０
６
年
に

● 11月のマイナ保険証による
　オン資確認の件数＝約 727 万件
●紙の保険証のみの場合を含めた
　健康保険証の利用件数（直近）
　＝約2億4600万件（2023年６月）
　727万件÷ 2億 4600万件× 100 

＝ 2.95％　

表　G7の個人番号の利用状況
日　 本 〇 あらゆる情報を IC カードにひも付け
ド イ ツ × 行政分野ごとに異なる番号を使用
フランス × 行政分野ごとに異なる番号を使用
イギリス × 行政分野ごとに異なる番号を使用
イタリア × 納税者番号を除き、国の共通番号はない
アメリカ × 社会保障番号カードは紙。身分証明書に使えず
カ ナ ダ × 社会保障番号を利用するが、カードは廃止

※岩手県社会保障推進協議会資料より

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
低
下
続
く

あ
ら
ゆ
る
情
報
の
ひ
も
付
け
Ｇ
７
で
日
本
の
み

　
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
に
よ
り
、
世
界
は
「
戦

後
最
大
の
食
料
危
機
」
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
輸
入
依
存
政
策
、

こ
れ
ま
で
の
「
お
金
を
出
せ

ば
い
く
ら
で
も
食
料
を
買
え

る
」時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
、

国
内
農
業
の
振
興
、
食
料
自

給
率
の
向
上
が
緊
急
の
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
給
率

の
向
上
こ
そ
が
、
輸
入
農
産

物
か
ら
食
の
安
全
・
安
心
、

国
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
に

と
、
物
流
停
止
で
自
給
率
は

８
％
。
鶏
卵
の
国
産
率
は
96

％
で
す
が
、
エ
サ
が
止
ま
れ

ば
自
給
率
は
12
％
に
な
り
、

原
種
鶏
と
な
る
ヒ
ナ
の
輸
入

が
止
ま
れ
ば
ほ
ぼ
０
％
で

す
。
家
畜
の
飼
料
や
農
作
物

の
種
子
の
自
給
率
の
低
さ
を

考
慮
す
る
と
、
日
本
の
食
料

自
給
率
は
38
％
ど
こ
ろ
か
10

％
あ
る
か
な
い
か
。
ほ
か
に

肥
料
は
99
％
が
海
外
依
存
で

あ
り
、「
海
外
か
ら
の
物
流

が
停
止
し
た
ら
、
世
界
で
最

も
餓
死
者
が
集
中
す
る
国
は

日
本
だ
」
と
ア
メ
リ
カ
の
大

連　 載

食
と
健
康
　

◎
食
の
安
全
③
　
食
料
自
給
率
38
％
は「
砂
上
の
楼
閣
」―

２
０
２
４
年
を
食
料
自
給
率
向
上
の
年
に
　
　

農
民
運
動
全
国
連
合
会（
農
民
連
）　
新
聞「
農
民
」編
集
長

勝
　
又
　
真
　
史

私
た
ち
の
食
べ
て
い
る
も
の
は
安
全
か
︱

私
た
ち
の
食
べ
て
い
る
も
の
は
安
全
か
︱

も
つ
な
が
り
ま
す
。

穀
物
自
給
率
は

穀
物
自
給
率
は
2929
％
で
％
で

世
界
１
２
７
位

世
界
１
２
７
位

　
日
本
の
カ
ロ
リ
ー
自
給
率

38
％
は
先
進
国
の
中
で
最
低

で
あ
り
、
米
、
麦
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
の
穀
物
自
給
率

は
29
％
で
世
界
１
７
９
ヵ
国

中
１
２
７
位
で
す
。

　
さ
ら
に
表
の
よ
う
に
、
現

状
は
80
％
の
国
産
率
の
野
菜

も
、
種
採
り
の
90
％
は
海
外

ほ
場
で
あ
る
の
を
考
慮
す
る

学
も
試
算
し
て
い
ま
す
。

種
子
・
飼
料
・
肥
料
・
農

種
子
・
飼
料
・
肥
料
・
農

薬
・
資
材
は
海
外
依
存

薬
・
資
材
は
海
外
依
存

　
こ
う
し
て
食
料
の
輸
入
だ

け
で
な
く
、
種
子
、
飼
料
、

肥
料
、
農
薬
、
資
材
を
海
外

に
依
存
し
、
異
常
な
円
安
も

加
わ
り
、
農
業
経
営
の
存
続

の
危
機
と
食
料
生
産
の
ぜ
い

弱
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
農
業
生
産
に
必
要

な
も
の
も
な
い
と
な
れ
ば
、

38
％
の
自
給
率
さ
え
「
砂
上

の
楼
閣
（
ろ
う
か
く
）」
の

よ
う
に
簡
単
に
崩
れ
、
食
料

危
機
が
現
実
に
な
り
ま
す
。

食
料
自
給
率
向
上
を
政
府

食
料
自
給
率
向
上
を
政
府

の
義
務
に

の
義
務
に

　
私
た
ち
農
民
連
は
、
食
料

Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
法
が
成
立
し
ま

し
た
が
、政
府
に
よ
る
管
理・

監
視
社
会
に
対
す
る
危
機
感

や
個
人
情
報
流
出
へ
の
懸
念

か
ら
２
０
１
０
年
に
廃
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ
で
は
個
人

デ
ー
タ
の
削
除
権
を
「
忘
れ

ら
れ
る
権
利
」
と
定
め
、
本

人
が
明
か
し
て
も
い
い
情
報

と
明
か
し
た
く
な
い
情
報
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
デ
ー
タ
保
護
に
関

す
る
規
制
や
ル
ー
ル
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　
他
国
で
は
、
個
人
情
報
の

集
約
と
管
理
に
対
す
る
反
対

や
個
人
情
報
流
出
へ
の
懸
念

自
給
率
の
向
上
を
国
政
の

柱
、
農
政
の
最
大
の
目
標

に
掲
げ
る
こ
と
を
要
求
し
ま

す
。
自
給
率
向
上
の
た
め
の

実
効
あ
る
計
画
の
策
定
、
そ

の
達
成
度
の
検
証
、
検
証
結

果
の
国
会
へ
の
報
告
と
政
策

の
見
直
し
を
法
的
義
務
と
し

て
政
府
に
課
し
、
今
年
、
国

会
で
審
議
さ
れ
る
新「
食
料・

農
業
・
農
村
基
本
法
」
に
盛

り
込
む
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
食
料
自
給
率
向
上
を
政

府
の
法
的
義
務
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
」
署
名
運
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
２
４
年
を
食
料
自
給
率

向
上
へ
の
転
機
と
な
る
年
に

し
ま
し
ょ
う
。

表　飼料・種子自給率を考慮した場合の食料自給率（％）
食料国産率（A） 飼料・種子自給率（Ｂ） 食料自給率（Ａ×Ｂ）

米 98 10 10
野菜 80 10 8
果樹 40 10 4

牛乳・乳製品 59 42 25
牛肉 43 26 11
豚肉 48 13 6
鶏卵 96 13 12

　注)小数点以下は四捨五入　　　　　　　　　農林水産省公表データから

な
ど
が
あ
っ
た
た
め
、
共
通

番
号
の
使
用
や
カ
ー
ド
化
は

撤
回
・
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
だ
け
が
問
題
を
認
識
し

つ
つ
も
情
報
集
約
を
強
引
に

進
め
る
の
は
異
例
で
す
。
総

務
省
「
情
報
通
信
白
書
２
０

２
０
」
に
よ
る
と
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
や
デ
ー
タ
保
護
に
関

す
る
規
制
や
ル
ー
ル
に
つ
い

て
「
安
心
・
安
全
性
」
を
求

め
る
人
は
79
％
に
上
っ
て
お

り
、
現
在
の
施
策
の
進
め
方

が
時
代
と
民
意
に
反
し
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
国
民

の
人
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
で
き
る
形
で
の
デ
ジ
タ

ル
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　本紙2023年11月号にNPO法人市民科学研究室（以下、市民研）が行って
いた「いのちの科学映像を中学・高校へ贈りたい。生命科学映像の灯を次世代
に」と題したクラウドファンディングのお知らせを掲載しました。
　その結果、113件、242万円の支援が集まり、4つの学校に「いのちの科学映
像セット」19作品（約50万円）のフルセットを寄贈、また、残りでさらに4
つの学校に何作品か寄贈することとなった報告とお礼が寄せられました。
　フルセット寄贈に岩手県立盛岡第一高等学校が選ばれ、部分寄贈に盛岡市立
厨川中学校が選ばれました。
　クラウドファンディング実施者である市民研とアイカム社は、今回の企画に
賛同していただいた応援メッセージに励まされ、大いに元気づけられたとのこ
とです。ご協力いただきました先生、誠にありがとうございました。 黒田 康之

クラウド
クラウド

ファン
ディン

グ

ファン
ディン

グ

お礼お礼

■　神奈川協会主催「歯科特別研究会『訪問診療の特殊性と全身管理の要点』」2月16日㈮ 19:00～21:00　深山 治久氏（東京医科歯科大学 名誉教授）
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介
護
の
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
と
難
し
さ

介
護
の
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
と
難
し
さ
（
前
編
）

（
前
編
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
さ
く
ら
爽
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
さ
く
ら
爽
　
副
施
設
長

副
施
設
長
　
佐
　
藤
　
美
　
知

佐
　
藤
　
美
　
知

　
来
年
度
、
３
年
に
一
度
の
介
護
報
酬
改
定
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
、
県
内
で
休
止
・
廃
止
し
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
１
２
８
事
業
所
あ
り
、
う
ち
55
事

業
所
（
43
％
）
は
人
員
不
足
が
理
由
で
し
た
。
介
護
現
場

は
今
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
、
北
上
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
副
施
設
長
の
佐
藤
美
知
さ
ん
に
２
回
に
わ
た
り

寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
。

　
介
護
福
祉
士
は
１
９
８
７

年
「
社
会
福
祉
士
及
び
介
護

福
祉
士
法
」
の
制
定
に
よ
り

誕
生
し
た
資
格
で
す
。　
　

　

そ
れ
か
ら
36
年
が
経
過

し
、
な
じ
み
の
職
種
と
な
り

ま
し
た
。
で
は
、
な
ぜ
「
介

護
」
が
専
門
職
と
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

　
近
年
、
平
均
寿
命
の
延
長

に
伴
い
、
軽
度
障
害
や
認

知
症
な
ど
の
よ
う
に
病
気

と
健
康
の
中
間
に
位
置
す
る

人
た
ち
が
増
え
ま
し
た
。
更

に
本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
が

抱
え
る
多
様
化
し
た
生
活
課

題
か
ら
生
ず
る
介
護
の
需
要

と
質
の
高
い
介
護
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
国
家
資
格

の
介
護
福
祉
士
が
誕
生
し
ま

し
た
。
今
で
は
日
本
の
介
護

技
術
と
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム

は
、
世
界
で
と
て
も
良
い
仕

組
み
と
し
て
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
介
護
職
員
の
仕

事
で
あ
る
「
肉
体
労
働
」「
知

的
労
働
」「
感
情
労
働
」
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
職
員
は
、
こ
の
３
つ
の
労

働
を
同
時
に
成
立
さ
せ
な
が

ら
、
日
々
の
業
務
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
日
常
生
活
を
支

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

人
ら
し
さ
・
個
人
の
特
性
を

理
解
し
柔
軟
に
合
わ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
こ

れ
ら
の
仕
事
が
24
時
間
３
６

５
日
続
い
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
生
活
の
延
長
に
は
最

期
が
あ
り
ま
す
。
勤
務
す
る

介
護
職
員
は
そ
の
人
の
人
生

の
終
焉
を
手
助
け
す
る
仕
事

も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
難
し
い
仕
事
を
日
々
、
笑

顔
で
行
っ
て
い
る
介
護
職
員

は
、
利
用
者
さ
ん
、
ご
家
族

か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
感

謝
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
と
、

社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ

と
を
誇
り
に
し
て
い
ま
す
。

肉体労働…入浴・排泄・食事の３大介助やベッドへの移
乗など、いわゆる力仕事です。

知的労働…病気や障害、認知症についての知識を踏まえ
た支援です。

感情労働…利用者さんの日々起こる感情の起伏や病気や
障害により起こる様々な感情に自分の感情を
コントロールして接すること、特に認知症状
がある利用者さんへは優しさと時には忍耐を
もって対応します。

職
員
の
肉
体
労
働
の
負
荷
軽
減
策

「
持
ち
上
げ
な
い
介
護
」の
た
め
に

導
入
し
た
リ
フ
ト
機
器

寄　稿

第２回 岩手県　社会福祉施設及び医療施設等
物価高騰緊急対策支援金のご案内

　県は、物価高騰による医療施設等の負担軽減を図るため、今年度2回
目となる支援金を支給しています。対象は社会福祉施設及び医療施設等
を運営する法人・個人です。令和5年度1回目（2023年5月29日～7月
14日受付）に申請した医療機関も申請可能です。
　締切が2月29日㈭となっておりますので、忘れずに申請をお願いします。
◆支給額
　病院・有床診療所　20万円＋1床あたり2万400円
　診療所・歯科　10万円
　※特別高圧を受電する医療機関への加算2万3,000円
◆申請期間
　2024年1月5日～2024年2月29日㈭まで
　※郵送の場合、当日消印有効
◆支給要件
　①12月1日時点で事業を実施していること
　②申請日において、事業継続の意思があること
◆対象者
　県内に所在する福祉・医療施設を運営する法人・個人
　※公立（県立・市町村立）の医療機関は対象外
◆申請方法
　ホームページまたは郵送（申請書類の受理から給付金の振込まで、ホ
ームページから申請する場合はおよそ4週間、郵送の場合はおよそ5週
間を予定しています）

詳細は岩手県のホームページをご覧ください。
https://iwate-syakaihukusi-iryoushien.jp/

お問い合わせ： 社会福祉施設及び医療施設等
　　　　　　　物価高騰対策支援金支給事務局

TEL 019-681-9913　受付時間9：00～17：00（平日のみ）

2月29日
締切！

　
内
閣
府
・
厚
労
省
は
令
和

５
年
11
月
30
日
付
で
府
・
省

令
（
令
和
５
年
内
閣
府
・
厚

生
労
働
省
令
第
８
号
）
を
交

付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
今
年
４
月

以
降
、
療
養
の
給
付
や
公
費

負
担
等
に
関
す
る
請
求
方
法

か
ら
「
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用

い
た
請
求
」
が
削
除
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
紙
レ
セ
プ
ト
請
求

に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
定
め

ら
れ
て
い
た
特
例
が
削
除
さ

れ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

常
勤
の
保
険
医
が
高
齢
で
あ

る
等
、
ご
く
一
部
を
除
き
、

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ
の
移
行

を
義
務
付
け
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

光
デ
ィ
ス
ク
請
求
を
し
て

い
る
医
療
機
関

　
附
則
で
は
、
令
和
６
年
３

月
ま
で
光
デ
ィ
ス
ク
等
で
請

求
を
行
っ
て
き
た
保
険
医
療

機
関
は
、
移
行
期
間
と
し
て

９
月
ま
で
光
デ
ィ
ス
ク
で
請

求
可
能
で
す
。
し
か
し
、
10

月
以
降
も
同
様
の
請
求
を
継

続
す
る
場
合
、
届
出
と
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
へ
の
移
行
計
画

書
の
提
出
が
必
要
で
す
（
期

限
は
８
月
31
日
ま
で
）。

　
こ
の
申
請
は
１
年
更
新
制

で
、
翌
年
も
光
デ
ィ
ス
ク
で

請
求
す
る
場
合
、
改
め
て
届

出
・
移
行
計
画
書
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。届
出・

移
行
計
画
書
は
ウ
ェ
ブ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。「
保
険
医

療
機
関
・
薬
局
に
お
け
る
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
」で
検
索
し
、

「
保
険
医
療
機
関
・
薬
局
に

お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

等
」を
開
く
と
表
示
さ
れ
る
、

「（
１
）
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の

推
進
」に
あ
る「
様
式
１
（
別

添
２
）」
を
使
用
し
ま
す
。

　

届
出
・
移
行
計
画
書
は
、

４
月
頃
開
設
予
定
の
「
医
療

機
関
等
向
け
総
合
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
の
フ
ォ
ー
ム

か
ら
提
出
し
ま
す
。
フ
ォ
ー

ム
か
ら
の
提
出
が
困
難
な
場

合
は
、
紙
の
届
出
書
を
支
払

基
金
と
国
保
連
に
提
出
し
ま

す
。紙

レ
セ
プ
ト
請
求
を
し
て

い
る
医
療
機
関

　
紙
レ
セ
プ
ト
で
請
求
を
行

っ
て
い
る
医
療
機
関
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
の
導
入
を
進

め
る
と
し
て
い
ま
す
。
レ
セ

コ
ン
を
使
用
し
て
い
な
い
医

療
機
関
と
常
勤
の
医
師
・
歯

科
医
師
が
高
齢
で
あ
る
医
療

機
関
は
、
２
月
29
日
ま
で
に

届
け
出
る
こ
と
で
、
例
外
的

に
紙
レ
セ
プ
ト
で
の
請
求
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

　
表
１
に
示
す
通
り
、
全
て

の
常
勤
医
師
・
歯
科
医
師
の

生
年
月
日
が
表
の
右
欄
の
日

以
前
で
あ
る
場
合
は
、
４
月

以
降
も
例
外
的
に
書
面
で
の

請
求
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ

の
場
合「
様
式
２（
別
添
３
）」

を
使
用
し
、
郵
送
し
ま
す
。

こ
の
と
き
、
封
筒
の
表
面
に

赤
字
で
「
猶
予
届
出
書
在
中

（
紙
レ
セ
）」
と
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
新
た
に
常
勤
と

し
て
従
事
す
る
保
険
医
の
生

年
月
日
が
表
の
日
付
よ
り
後

で
あ
る
場
合
、
審
査
支
払
機

関
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
、

書
面
で
請
求
で
き
る
の
は
届

け
出
た
月
の
翌
月
ま
で
と
な

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

事
情
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
が
で
き
な
い
場
合

　
一
方
、
図
１
に
示
す
条
件

を
満
た
す
医
療
機
関
は
、
請

求
の
前
月
ま
で
に
（
ア
）
〜

（
オ
）
に
該
当
す
る
こ
と
を

示
す
資
料
と
と
も
に
事
前
に

審
査
支
払
機
関
に
届
け
出
る

こ
と
で
光
デ
ィ
ス
ク
ま
た
は

書
面
で
の
請
求
が
可
能
で

す
。

　
こ
ち
ら
の
届
出
書
の
様
式

は
、「
様
式
３（
別
添
４
）」で
、

支
払
基
金
と
国
保
連
の
両
方

に
郵
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

レセコンを使用して
いる医科診療所

昭和 20年
7月 1日以前

レセコンを使用して
いる歯科診療所 昭和 21年

4月 1日以前レセコンを使用して
いない診療所

表 1　書面での請求が認められる医師・
　　　歯科医師の生年月日

紙レセプトでの請求、継続なら
２月２９日までに申請を

４月からオンライン請求義務化

図 1　オンライン請求を行うことが困難な
　　　事情として認められるもの
ア　電気通信回線設備の機能に障害
が生じたもの 
イ　レセコン販売業者、リース業者
と契約済みであるが、納入・工事
等の対応が遅れたもの
ウ　改築工事中、又は仮の施設で営
業中であるもの
エ　概ね１年以内に廃止又は休止の
計画を定めているもの 
オ　その他特に困難な事情があると
認められるもの 

　保団連は、各地の保険医協会、保険医会主催のウェブ
研究会を案内しています。
　保団連情報サービスに登録することで、他県の会員で
も無料で参加できます（登録無料）。研究会交流サイトの
利用のほか、全国保険医新聞、月刊保団連が見放題。最
新の診療報酬の情報などもメールで届きます。
　同封のチラシのQRコードを読みとると登録サイ
トへアクセスできますのでぜひご登録ください。
他協会主催の直近の研究会を２面と３面の欄外（下）に記載。

保団連
「研究会
交流サイト」
のご案内

■　京都協会主催 「精神疾患が疑われ対応に苦慮する患者とどうかかわるか」3月16日㈯14:00～16:00　成瀬 暢也 氏（埼玉県立精神医療センター 副病院長）

リニュ
ーアル

した

リニュ
ーアル

した
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医院
のた
めの

労務
ワン
ポイ
ント

アド
バイ
ス

　
総
務
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
る
職
員
に
つ
い
て
受
付
へ

の
変
更
を
打
診
し
た
と
こ
ろ

拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
院
長
に

な
ぜ
受
付
に
変
更
さ
せ
た
い

の
か
聞
く
と
「
と
も
か
く
ミ

ス
が
多
い
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
当
人
と
し
て

は
総
務
と
し
て
雇
用
さ
れ
た

の
だ
か
ら
引
き
続
き
総
務
と

し
て
働
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
こ
の
場
合
、
業
務
を
変
更

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
質
問
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
悪
く
す
る
と
「
不
当
な

差
別
だ
。
パ
ワ
ハ
ラ
だ
」
と

従
業
員
が
主
張
し
、
労
使
ト

ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
は「
退

職
に
追
い
込
む
た
め
意
地
悪

を
し
て
い
る
」
と
い
う
の
で

す
。
実
際
に
そ
う
で
は
な
い

の
に
当
人
の
思
い
込
み
で
こ

じ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を

少
な
く
す
る
た
め
に
２
０
２

４
年
４
月
か
ら
労
働
基
準
法

施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
雇

い
入
れ
直
後
の
就
業
場
所
・

業
務
の
範
囲
を
明
示
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
仮
に
ミ
ス
が
多
く
日
常
業

務
に
影
響
が
出
て
い
る
の
で

２
０
２
４
年
の
労
働
条
件
明
示
の
ル
ー
ル
変
更
に

今
か
ら
備
え
労
使
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

㉛

あ
れ
ば
解
雇
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
日
本

の
雇
用
は
「
能
力
が
な
い
、

適
正
が
な
い
」
と
い
う
こ
と

で
解
雇
は
簡
単
に
で
き
な
い

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
解
雇
は
「
客
観
的
合
理
的

な
理
由
が
あ
り
か
つ
社
会
通

念
上
相
当
で
あ
る
こ
と
を
証

明
」
す
れ
ば
可
能
に
な
り
ま

す
が
、
実
際
、
証
明
す
る
こ

と
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
退

職
勧
奨
か
業
務
の
変
更
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
解
雇
が
困
難
な
分
、
業
務

の
変
更
は
こ
れ
ま
で
は
比
較

的
簡
単
に
認
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
業
務
の
変
更
は
経
営

権
の
問
題
で
あ
り
経
営
者
の

権
利
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
曽
我
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

　
所
長
　
曽
　
我
　
　
　
浩

　
し
か
し
、
業
務
変
更
、
就

業
場
所
の
変
更
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
最
近
目
立
ち

ま
す
。
こ
の
種
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
は
詳
細
な
労

働
条
件
通
知
書
を
渡
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
２
０

２
４
年
４
月
か
ら
労
働
条
件

明
示
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま

す
。
こ
の
変
更
を
待
た
ず
に

先
取
り
し
て
変
更
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
「
就
業
場
所
・
業
務
の
変

更
の
範
囲
」
を
明
示
す
る
こ

と
は
大
切
で
す
。「
具
体
的

に
雇
用
契
約
書
に
ど
の
よ
う

に
書
け
ば
い
い
の
か
、
変
更

の
範
囲
な
ど
と
言
っ
て
も
先

の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
じ
ゃ

な
い
か
」
と
い
う
質
問
を
よ

く
受
け
ま
す
。
今
で
も
労
働

条
件
通
知
書
に
就
業
場
所
・

業
務
の
内
容
を
記
載
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
「
こ
れ
は
雇
い

入
れ
直
後
の
就
業
の
場
所
で

あ
り
業
務
の
内
容
で
す
」
と

言
っ
て
も
労
働
者
は
そ
う
と

は
受
け
止
め
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
契
約

書
の
変
更
の
範
囲
の
と
こ
ろ

に
「
事
業
所
の
指
定
す
る
場

所
、
事
業
所
の
指
定
す
る
業

務
」
な
ど
と
記
載
し
、
変
更

が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

常
任
理
事
会
だ
よ
り

常
任
理
事
会
だ
よ
り 

1111
月月

【
日
　
時
】

２
０
２
３
年
11
月
21
日
㈫

19
：
30
〜
21
：
15

【
場
　
所
】

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル
会
議
室

【
出
席
者
】

役
員
、事
務
局
併
せ
て
11
名

１
、２
０
２
３
年
10
月
期
活
動
報

告
並
び
に
２
０
２
３
年
11
〜

12
月
期
活
動
計
画
が
承
認
さ

れ
た

２
、小
山
田
会
長
を
次
期
保
団
連

監
査
に
推
薦
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た

３
、講
演
会
の
企
画
が
承
認
さ
れ

た
４
、Ⅲ
種
会
員
の
申
請
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

10
月
24
日
、
盛
岡
の
ア
イ

ー
ナ
で
岩
手
県
消
費
者
団
体

連
絡
協
議
会
な
ど
16
団
体
が

主
催
し
た
消
費
者
大
会
に
て

行
わ
れ
た
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
堤
未
果
氏
に
よ
る
基

調
講
演
「
社
会
の
真
実
の
見

つ
け
方
〜
私
た
ち
の
く
ら
し

を
守
る
た
め
に
〜
」
を
報
告

し
ま
す
。

　
堤
氏
は
、
自
身
が
現
場
で

体
験
し
た
９
１
１
同
時
多
発

テ
ロ
と
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍

や
紛
争
等
に
共
通
点
が
あ
る

事
を
指
摘
。
緊
急
時
に
国
民

が
思
考
停
止
し
て
い
る
隙
を

利
用
し
、
政
府
に
都
合
の
良

い
政
策
を
導
入
す
る
「
シ
ョ

ッ
ク
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
い

う
火
事
場
泥
棒
的
手
法
を
解

説
し
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
火
事
場
泥
棒
と
も

言
え
る
こ
の
や
り
口
を
強
化

す
る
の
が
ス
マ
ホ
の
普
及
だ

そ
う
で
す
。
答
え
が
す
ぐ
手

に
入
る
便
利
さ
と
引
き
換
え

に
考
え
る
力
が
奪
わ
れ
る
た

め
、
食
品
表
示
や
薬
の
安
全

性
な
ど
、
暮
ら
し
に
関
わ
る

情
報
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
よ

う
、
消
費
者
と
し
て
の
意
識

を
持
つ
よ
う
堤
さ
ん
は
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　
対
策
と
し
て
は
五
感
を
鈍

ら
せ
な
い
よ
う
体
感
を
大
切

に
違
和
感
の
ア
ン
テ
ナ
を
磨

く
こ
と
。
く
ら
し
を
守
る
こ

と
こ
そ
が
、
平
和
へ
の
近
道

だ
か
ら
で
す
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
堤
さ
ん
が
あ
げ
た

成
功
例
は
デ
ジ
タ
ル
先
進
国

の
台
湾
。コ
ロ
ナ
禍
で
も「
憲

法
の
範
囲
内
」
で
対
策
を
進

め
、「
紙
の
保
険
証
」は
残
し
、

途
中
で
何
度
も
「
検
証
し
立

ち
止
ま
る
」
と
い
う
３
大
柱

は
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
庁
と
真

10
月
24
日
、
ア
イ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
た
岩
手
県
消
費
者

大
会
の
午
前
の
部
で
は
「
社

会
保
障
」「
消
費
者
」「
格
差・

貧
困
」「
く
ら
し
」「
食
」
の

問
題
を
テ
ー
マ
に
５
つ
の
分

科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
三
分
科
会
で
は
、「
子

ど
も
の
貧
困
の
現
状
を
知

り
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
よ
う
」
と
題
し
、
子

ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
い
わ
て
共
同
代
表
で
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
ク
ル
い
わ
て

の
代
表
の
山
屋
理
恵
氏
が
格

差
・
貧
困
問
題
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

　
山
屋
氏
は
貧
困
の
定
義
を

堤未果氏（国際ジャーナリスト）

く
ら
し
を
権
力
か
ら
守
る

く
ら
し
を
権
力
か
ら
守
る
消
費
者
の
力

消
費
者
の
力

分科会のようす

社
会
や
貧
困
を
知
り
、

社
会
や
貧
困
を
知
り
、

で
き
る
こ
と
を
考
え
る

で
き
る
こ
と
を
考
え
る

逆
で
す
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
私
た
ち
消
費
者

の
「
選
ぶ
権
利
」
を
守
る
こ

と
こ
そ
が
、
選
択
肢
を
奪
う

政
策
を
進
め
る
今
の
権
力
と

闘
う
最
強
の
武
器
に
な
る
、

と
エ
ー
ル
を
送
り
講
演
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

「
人
と
し
て
の
尊
厳
、
人
権

が
守
ら
れ
、
社
会
参
加
の
機

会
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か
」

だ
と
し
、
貧
困
は
経
済
的
困

窮
だ
け
で
な
く
社
会
的
孤
立

に
追
い
込
み
、「
安
心
感
・

人
と
の
つ
な
が
り
・
自
尊
心
・

希
望
・
安
定
し
た
場
所
」
を

奪
う
と
し
ま
し
た
。

　
家
庭
環
境
と
幸
福
感
・
自

己
肯
定
感
は
大
き
く
関
連

し
、
自
己
肯
定
感
が
低
い
子

ほ
ど
悩
み
を
相
談
し
な
い
割

合
が
高
い
こ
と
、
岩
手
で
は

中
央
値
よ
り
世
帯
収
入
が
低

い
子
は
授
業
の
理
解
度
が
低

く
家
庭
学
習
の
不
足
傾
向
が

み
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
。
知

人
に
会
う
リ
ス
ク
や
仕
事
で

相
談
所
や
窓
口
を
利
用
で
き

ず
、
保
護
者
は
経
済
的
な
悩

み
を
相
談
で
き
て
い
な
い
こ

と
も
述
べ
ま
し
た
。

　
核
家
族
化
や
共
働
き
に
よ

る
孤
食
の
増
加
は
貧
困
に
関

係
な
く
課
題
で
、
子
ど
も
食

堂
に
行
き
た
い
か
聞
く
と
、

貧
富
の
差
に
関
係
な
く
半
数

以
上
の
子
ど
も
が
「
行
き
た

い
」
と
回
答
し
た
こ
と
も
紹

介
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
食
堂
」
は
、
子

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り 

1212
月月

ど
も
が
一
人
で
も
行
け
る
無

料
ま
た
は
定
額
の
食
堂
で
、

民
間
か
ら
自
主
的
・
自
発
的

に
始
ま
り
、
自
宅
や
学
校
を

利
用
し
て
い
る
な
ど
形
態
は

様
々
で
、
地
域
食
堂
と
称
す

る
所
も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
や
ひ
と
り
親
の
支

援
だ
け
で
な
く
地
域
の
つ
な

が
り
を
作
る
場
で
、
社
会
問

題
に
つ
い
て
学
ぶ
場
で
も
あ

る
と
し
、
子
ど
も
の
居
場
所

を
つ
く
る
こ
と
は
大
人
の
学

び
直
し
で
も
あ
り
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
住
民

同
士
の
交
流
・
他
者
へ
の

信
頼
・
社
会
参
加
）
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
と
話
し
ま
し

た
。

【
日
　
時
】

２
０
２
３
年
12
月
19
日
㈫

19
：
30
〜
19
：
53

【
場
　
所
】

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

Ｎ
Ｅ
Ｗ　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

【
出
席
者
】

役
員
、事
務
局
併
せ
て
19
名

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
１
名
）

１
、２
０
２
３
年
11
月
期
活
動
報

告
並
び
に
２
０
２
３
年
12
〜

２
０
２
４
年
１
月
期
活
動
計

画
が
承
認
さ
れ
た

２
、会
員
紹
介
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
対
象
者
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

３
、電
子
帳
簿
保
存
法
に
対
応
し

た
事
務
処
理
規
定
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

４
、会
費
長
期
滞
納
に
よ
る
退
会

者
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た

５
、Ⅲ
種
会
員
の
申
請
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

■　協会ホームページでも情報発信していますので、ぜひご覧下さい。https://www.i-hoken-i.org またはインターネットで「岩手県保険医協会」で検索してください。
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